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本論文は,高さ方向に不整形な鉄筋コンクリート造建物について,地震時の損傷評価の簡易
式を提案するとともに,効果的な制振ダンパーの配置方法について検討したものである。

第1章では本論文の背景と目的を述べている。
第2章と第3章では,高さ方向にセットバックを有する鉄筋コンクリート造骨組を対象に,
ナ也震時損傷評価法にっいて検討している。最初に,第2章において,セットバック骨組の振動
台実験結果との比較により,解析プログラムの妥当性を検証している。次に,第3章において,
セットバックの程度が異なる35種類の鉄筋コンクリート造骨組に対してパラメトリック解析
を行い,セットバックの程度と高さ方向の損傷比率の関係を非線形回帰分析から明らかにし,
簡易な予測式を提案している。
第4章と第5章では,特定の建物高さまで耐震壁を有する鉄筋コンクリート造耐震壁フレー
ムを対象に,耐震壁のない上部架構の補強方法について検討している。最初に,第4章におい
て,高さの異なる耐震壁を有する鉄筋コンクリート造骨組の振動台実験結果との比較により,
解析プログラムの妥当性を検証している。次に,第5章において,上部架構に制振ダンパー(座
屈拘束ブレース)を追加し,地震時の変形を抑制する手法について検討している。ここでは,
壁高さの異なる10階建てと20階建ての鉄筋コンクリート造骨組について,遺伝的アルゴリ
ズムを用いた最適ダンパー配置の決定手法を提案し,その有効性を確認している。

最後に,第6章において,研究成果のまとめと提言を示している。

論文内容 の 要

高さ方向にセットバックする鉄筋コンクリート造建物では,地震時の建物応答が複雑になる

ため,耐震設計では,高度な時刻歴地震応答解析により応答を評価する必要がある。そのため,
セットバックを有する建物の簡易な損傷評価法の確立が望まれている。また,耐震壁フレーム

構造は,地震時のせん断力の多くを壁が負担する優れた耐震構造であるが,建物が高層になる
と耐震壁の脚部に大きな転倒モーメントが発生して基礎の設計が困難になることから,高層建
物は壁のない純フレーム構造とすることが多い。一方,高層建物の特定の高さまで耐震壁を入
れる設計方法があるが,高さ方向に岡嚇生が不連続となり,壁のない上部架構に変形が集中する
問題がある。本論文では,上記のように高さ方向に形状や剛性が不整形・不連続となる鉄筋コ
ンクリート造建物を対象に,損傷評価法と応答制御法の提案を行っている。主要な研究成果は,

以下のように要約できる。

1)高さ方向にセットバックする鉄筋ニンクリート造建物について,セットバックの程度を
表す形状パラメータと地震時の高さ方恂の損傷比率の関係を,多くの地震動と建物モデル
を用いたパラメトリック解析により分析し,回帰式を誘導している。提案式は,形状パラ
メータのみから損傷分布が評価できるため,高度な地震応答解析を必要とせず,高い実用
的価値を有している。

2)特定の建物高さまで耐震壁を入れた鉄筋コンクリート造建物について,壁のない上部架
構に制振ダンパーを設置する新しい応答制御法を提案している。ダンパーの配置位置の決
定には造伝的アルゴリズムを適用しており,学術的価値と実用性の高い研究成果である。
3) 1)と2)の研究では,いずれも過去に行われた振動台実験との比較により,解析プロ
グラムの妥当性を検証した上でパラメトリック解析を実施しており,解析結果の信頼性を
高めるとともに,解析技術の高度化にも寄与している。

以上,本論文は,建物の高さ方向に形状や剛性が不整形・不連続となる建物を対象に,簡易
な損傷評価法や遺伝的アルゴリズムを活用した制振ダンパーの設計法を提案しており,耐震設
計の自由度を高めることに役立つだけでなく,研究成果には学術的な新規性と実用性が認めら
えることから,博士(工学)の学位論文に相当するものと判断した。
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